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論文　石 炭灰 を主原料 と した高性能 人 工 骨材 を用 い た PC 梁の 載荷実験
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要旨 ：石 炭灰 を主原料とする高性能人工軽量骨材の PC 構造物 へ の 適用性 を検討す るため，

プレテ ンシ ョ ン方式によ り PC 梁供試体 を製作 し，そ の 曲げ破壌実験，せ ん断破壊実験

および PC 鋼材の 応力度測定を行 っ た。その 結果，曲げ耐力，せ ん断耐力，曲げひび割れ

幅，PC 鋼材の定着長お よび有効プレス トレス は天 然普通骨材 を使用した もの と同程度で

あり，本骨材を使用 した PC 梁は通常の もの と同程度の性能を有 して い る こ とが判明 した 。
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　 1． は じめ に

　近年，産業廃棄物で ある石炭灰 を主原料 と し

た高性能な 人 工軽量骨材（以降，FAA ）が い く つ

か開発されて い る
1）・2）

。 こ れ らは軽量，低吸水，

高強度で ある うえ ， アル カ リ骨材反応 に対 し て

も無害なため，これ らを PC 橋に適用する こ と

で   産業廃棄物の リサイクル ，  構造物の 軽量

化
・
長ス パ ン化 ・高耐久性化 ，   軽量 化に 伴う

施工 の 合理 化お よび コ ス ト縮減，等が 可能 にな

る と考え られる 。しか しなが ら，人 工 軽量骨材

を使用 したコ ンクリー トは
一

般に，ヤ ン グ係数，

引張強度，付着強度等が通 常の コ ンク リ
ー トに

比 べ 小さ い ため ，こ れ らを PC 橋へ 適用す る に

は，梁 としての ひび割れ性状 t 曲げ破壊性状，

せ ん断破壊性状 ， PC 鋼材の 定着長 ， 有効プ レ

ス トレ ス ，等を確認する必要がある 。 そ こ で，

FAA の うち絶乾密度が異なる 2 種類に つ い て

PC 梁 を製作 し，曲げ破壊実験，せ ん断破壊実

験および PC 鋼材応力度 の測定 を行い ，天然普

通 骨材を使用 した もの との 比較検討を行 っ た。

実験に使用 した 2 種類の FAA お よび天然普通

骨材の 絶乾密度はそ れ ぞれ ， 1．81kgXl， 132kgtl

お よび 2．78kgXlで あり以降それ ぞれ，　 TL，　 UL

お よび N と記 す。

　 2． 実験概要

　 2．1　曲げ破壊 実験 （シ リ
ーズ 1）

　 供試体
一

般図，供試体諸元をそれぞれ図 一1

および表 一1 に示 す。PC 鋼材には 1S15 ．2 を使

用 し ， プレス トレス の 導入は プ レテ ン シ ョ ン 方

式によ り行 っ た 。 供試体は，通常の曲げ破壊（PC

鋼材降伏後．梁上 縁 コ ンク リー トが圧壊）を起

こすよ う設計 した e せ ん断破壊が先行 しな い よ

うせ ん断支間部 に はせ ん断補強鉄筋 を配置 した 。

載荷は単純支持 した供 試体 を 2 点載荷 し て 行 っ

た 。 こ の 実験で は骨材の 種類が PC 梁の 破壊形

態，曲げ耐力，ひび割れ 分散性およ びひ び割れ

幅に及ぼす影響 を検討 した。計測項 目は載荷荷

重，支間中央部の 変位，梁上縁のひずみ ，ひび

割れ 幅，PC 鋼材応力度，等 とし，ひ び割れ 状

況 の観察も併せ て行 っ た 。

表
一1 供試体の諸元 （シ リーズ 1，シ リーズ 3）

断 面 寸法シ

リ
ー

ズ

供試体

番号
1〕

部材

種穎

骨材

種類

帽

b（m ）

高

h （m ）

鋼 材

聞隔

〔mm ）

導入ル ス

トレス力
匣，

P ● （kN ）

1S1 ．1PC 皿 D、35 叺 307 ｛〕．0845
S1・2 UL 836
SI−3 N 鰤

3S3 ．1PCTL0 ．35o ．3061 ，25845
S3−2 UL 836

s3，3 N 866
注） 1）供試 体の 引彊鉄筋比 p は すべ て 0コ06％，2》プレ ス トレス 導入

か ら 3 ヶ 月後の 有効緊張力

＊ 1   ピー ・エ ス

t2 　東北大学教授

★3   ピ
ー ・エ ス

土木技術部

大学院工学研 究科土木工学専攻　工 博

土 木技術部 　主任 研究員

（正会員）

（正会員）

（正 会員）

一 559一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

｛

側　面　図

　 　 　 　 　 断　面　図

　　　
シ ll

弱
ズ 1

　 　
シリ

，詔

　　一
70

桝
D
　 −

93
暦

83

§膣瓜　 §1葦 ’

PC　　　〔1S15　2　　　　　　　　PC　　　〔1S15　2〕

図 一1 供試体
一
般図（シ リーズ 1， シリーズ 3）

　 2．2　せん 断破壊 実験 （シ リーズ 2）

　 供試体の
一
般図お よび諸元を，図一2 および

表
一2 に示す 。 PC 鋼材 に は 1S15．2 を使 用 し，

プ レス トレスの導入 はプ レテン シ ョ ン方式によ

り行 っ た。せ ん断破壊を先行 させ るた め ， 供試

体の せ ん 断耐力 は曲げ耐 力の 1！2 以下となるよ

う設 計 した 。載荷 実験を簡素化 するため供 試体

の 片側の み にせん補強鉄筋を配置 し，供 試体の

片側でせ ん断 破壊させ た。載荷は 単純支持 した

供試体の 1点集 中載荷 とし，変位制御によ り静

的に載荷 した 。こ の 実験で は，載荷荷重，支間

中央部の 変位，等を計測 し，骨材の種類お よび

プレス トレス の 有無 がせ ん断補強筋を配置 しな

い 梁部材の せ ん断耐力に及 ぼす影響を検討 した 。

　 2．3　PC 鋼材応 力度の 測定 （シ リーズ 3）

　供試体 の
一般図，諸元お よび ゲー

ジ 配置位置

をそれ ぞれ ，図一1，表 一1および図
一3 に示 す。

供試体はシ リーズ 1 と同様 と し PC 鋼 材の 配置

間隔は JIS 桁と同様の 61．25mm とした 。 こ の

実験で は，プレス トレス導入 直後の PC 鋼材応

力度お よびプレス トレス 導入直後か ら 3 ヶ 月後

ま で の PC 鋼材応力度の 経時変化を計測 し ， 骨

材の 種類が PC 鋼材の 定着長，導入 直後および

有効プ レス トレス に及ぼす影響 を検討 した。

　 2．4　使用材料

　使用 材料，コ ン クリ
ー

トの 強度性状および示

方配合 をそれぞれ ，表 一3，表 一4 お よ び表
一5

に 示 す 。
コ ン ク リ

ー
ト強度の 目標値 は 60MPa

と した。細骨材 に は天然普通 骨材を使用 し，TL ，

N は表乾状態 で ，UL は絶乾状態で 使用 した 。

匱
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2
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図一2 供試体一般図 （シ リ
ーズ 2）

表一2 供試体の諸元 （シ リ
ーズ 2）

供試 体

番号

部材

種 類

骨材

種類

有効高

d （m ） o／dPC

鋼材

鉄筋

の E 置
1，

導入

緊 張 力

PL（剛 ）

S2−1PC 皿 053 、04 −1S152 569
S2・2 UL0 ．53 ．04 ＿IS152 560

S2．3 N 0．53 ．0 車1S15、2 576
S24RC 皿 0．53 ．o3 匿D25 0
S2．5 “ o．53 ．D3 −D25 o

注）1）本数
一PC 鏡材 （鉄筋｝種類，引張鉄筋比 pは PC 供試体が 0．554％，

RC 供試体が 1．831％
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ジ番号 一
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表 一3 使用材料
セメン ト C 早強 ボル トラン ドセ メン ト，密度 3．14g≠cm

」

水 　 　 　W 上水道水

細骨材 S 表乾密度 2，61k 　，吸 水率 3．0％

高性能

人 工 骨材

蹣

n
絶鞄 宙度 1．81k 屮，吸水 率 2．4％

実積串 63，0％，粗 骨材最大 寸 法 15mm粗

骨

材
G

UL
絶乾密度 1．3錬 屮，吸水 率 0．9％
実 積串 6Z．6％ ．粗骨材最大寸法 15mm

天 然管通 骨材 N
衰乾密度 2．80k酬，吸水率 0．7％

実積率 63．0％，租 骨 材最 大 寸 法 20mm

P℃ 鋼 材 SWPR7BL ） 降伏強度
・1570MPa ，引張 強度：1860MPa

鉄筋〔SD345 降伏 点 強度 ：345MPa

表 一4　 コ ンク リ
ー

ト強度性状
材齢1日 〔導入時） 載荷実験前

亨
ズ

供 試体

番号 配 合名

圧縮強度

　 σ  

（MPa ）

ヤンゲ係 数

　 ∈1

　（GPa）

圧 縮強 度

　 σ
．
o

（MPa ）

ヤンゲ係数

　 E。
　（GPa〕

引弧強度

　 σ  

〔MPa ）
1S1 ・1TL6039 ．625 、265 ．327 ．84 ，1

S1−2UL 石044 ，923 ．367 、826 ．13 ．9
S1・3N60 33．227 、360 ．43224 」

2S2 −1TL6032 ，626 ．96Z ，328 ．03 ．7
S2−2u 圓 3α823559 ユ 24843
S2−3N60 32．728 ．456 ．231 ．441
SZ4TL6040 ．026 ．368227442
S2−5u1 βo33 ．121 ．158 ．Bz3 ．93 ．6

3S3 ・1TI 五〇 43．625 ，667 ．428 ，43 、7
S3．2UL 岡 44．923 ，367 ．8261 　　　 39

S3幽3N60 33．227 ．360 ，432 ．2　　　 4．1
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表
一5 示方配合

単位量吋 〆m う

配合名

骨材

種類

目標強度

　σ
卩
躪

（MPa 〕

Aif

尊oW
／C

（覧｝ WCSG

瓢位甞積

質量
11

（》 ゆ

  皿 60   1ω 伽 8376422 、D40 ．86
UL印 UL 604 ．536160 輯 8014581 ，860 ．7呂
N60N     1ω 4008379722 、371 ．oo

注｝ 1）（ ）は普通 コ ンク リートに 対 する比

表一6　曲げ破壊実験結果

　3．　実験結果および考察

　3．1　 曲げ破壊実験 （シ リ
ーズ 1）

　 （1）　 曲げ耐力の検討

　曲げ破壊実験結果お よび荷重と変位 との 関係

をそれぞれ，表一6 および図
一4 に示す。ひび

割れ荷重の 計算値は供試体下縁の 応力度が コ ン

ク リ
ー

ト引張強度 に達する荷重で あり，曲げ破

壊荷重の 計算値は破壊抵抗曲げモ ー
メ ン トに よ

り求めた も の であ る 。すべ て の 供試体の 破壊形

態は桁上縁の 圧壊で あ り，ひび割れ発生か ら曲

げ破壊 に至 る ま で の 挙動に 骨材間の 差は ほ とん

ど認め られ ない 。また ，FAA の 曲げ破壊荷重

は計算値 と比べ 同程度以上 で ある こ とか ら ， TL

および UL を用い た PC 梁にお いて も曲げ破壊

耐力 は破壊抵抗曲げモ
ー

メ ン トに より算出で き

る と思われ る 。

　 （2）　たわみ の 検討

　弾性域（ひ び割れ発生前）に おける荷重 と変位

との 関係を 図
一5 に示す 。計算値は通 常の PC

梁と同様，弾性理論に よ り算出 した。そ の 際に

用い たヤ ン グ係数 は実測値 とした 。すべ て の 骨

材にお い て荷重 と変位 との 関係は直線で あ り，

ひび割れが 発生す るまでは弾性的な挙動を示 す

こ とがわか る 。 また，実測値 と計算値とはほ ぼ

一
致 して お り ， たわ み の 算出に は 通常の PC 梁

と同 様，弾性理 論が適用で き る こ とがわか る。

　 （3）　ひ び割れ幅の 検討

　鋼材応力度の 増加量とひ び割れ 幅との 関係，

お よびひ び割れ 状況 をそれぞれ，図一6 および

図一7 に示す 。 鋼材応力度の 増加 量 およ びひび

割れ 幅の実測値は支間中央部の もの で それ ぞれ ，

ひ ずみ ゲー
ジおよ び π ゲージ に よ り測 定 した。

ひ び 割れ 幅の 計算値は コ ン ク リー ト標準示方書

設計編 の ひ び割れ 幅算定 式に準 じ，式（1）に よ

よ り求め た コ〕・S｝。こ こ で は，コ ン ク リ
ー

トの ク

ひびわれ発 生荷重 曲げ破壊荷重

試体

実測 値

PcKkN｝
計 算値

P。匿d（kN
比

実 測 値

Pu（kN）
計 算値

P鄲d（kN ）
比

破壊 形 態

1−1 2141 ． 331 、1 縁の 圧壊

1−2　 L 111 ． 373ZLI 縁の 圧壊

1・3 111 ． 33L1 ． 縁の 圧壊
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200

　 15021i

　100
朝

　 50

　　　　　  　 ．
置噛
ム

　　　　 ノ言　　　　 n

　　　 ，ざ ．
’
　 UL

　 　 　 船

　　恋
’

　 ’

　 ’

’

　　 　 　 　 ▽：ひ び割れ 兜生

　 0

　 　 0　　　　2　　　 4　　　　6　　　 8　　　 10

　 　 　 　 　 支間 中央部 の 変位 δ（mm ）

図
一5 弾性域 における荷重 と変位 との 関係
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図
一6 鋼材応 力度の 増加 量とひ び割れ幅の 関係
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リーブお よび乾燥収縮の 影響は無視 した 。

　　　w ・kく4・ ＋ o．7・
、 ）
・
・

、、1Es　 　 　 （1）

　こ こ に，w ：ひ び割れ 幅，　 c ： かぶ り，

　e
，

：鋼材純間隔，k ：鋼材の付着性状を表す定数

　σ
．

：鋼材応力度の増加量．E
、

：鋼材 の ヤング係数

す べ て の 供試体 におい て ひび割れ幅の 実測値は

計算値を下回っ て お り，ひび割れ幅算定式は安

全側の値を示 して い る。また ，FAA と N と を

比較する と，FAA の ひ び割れ 幅が 小 さ い こ と

がわ か る 。 これ は ， 図一了か らわ か るよ うに TL

および UL を用い た供試体 はひ び割れ本数が多

く，ひび割れ の 分 散性が 良い た め と思わ れ る 。

　 3．2 せ ん断破壊実験 （シ リーズ 2）

　 （1）　せ ん断耐力の検討

　せ ん断破壊実験結果 ，荷重 と変位 と の 関係お

よび ひ び割れ状況 をそれ ぞれ ，表
一

了，図
一8，

および図 一9 に示 す 。 せん断破壊荷重の 計算値

は コ ン クリ
ー

ト標準示方書設計編の せ ん断補強

筋 を配置 しな い棒部材の せ ん断耐力式 に準 じ，

式（2）お よび式（3）によ り求めた
4）・5）。

表 一了　せん 断破壊実験結果

せん断確壊荷1

供試体

書号

部材

種類

骨材

種類

コンクリ
ー
ト

圧縮強度

　 σ
10

（MP 顎）

実 測値

　 Pu

（剛 ）

計算値

Psud

（剛 ）

比
確壊形 態

S2・1PC 皿 623423 獅 1．5 斜め 引張

S2・2PCUL59 ．1452 獅 1．6 斜め 引張

S2．3PCN 56，242627615 斜め引張

S24RC 几 68．2260246LO 斜め引張

S2．5RCUL58 ．8234200ag 斜め 引張

　 600

　 500

茎　400

と300
軸

揮 200

　 100

　 　 0
　 　 0

F℃ 供試体
　 　 　 　ヒ
　ヒ　　　 N

轟濯

▼ ．せ ん 断耐 力

PsudOTifS2

−t｝
◇ uus2 −2）
ム N （S2

−3）

　　　Ved − fved・b ・d　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　　　f
．、d　

− o．2・fl113・Pd・β
，

・
β、 （o．75 ・ 1．4d1 ・）（3）

こ こ に，β，
＝d

’v4，βp
＝Pw1

「s，βFl ＋M
。／M

．．

Ved ：コ ン クリ
ートの せ ん 断耐力，

f．ed ：コ ン クリ
ー

トの 終局せん断強度 ，

　b ：ウェ ブ 厚（こ こ で は フ ラン ジ を考慮 した 平均厚），

　d ：有効 高，a ：せ ん 断支 間 ，
　Pw：引張鉄 筋比 ，

　M 。：デコ ン プ レ ッシ ョン モ
ーメン ト，Mu ：曲げ耐力

　 300

　 250

璽　200

｝lf　ISO

擢1。。

　 50

　 　 0

2　 　　　 4　　　　 6　　　　 8

支間 中央部 の 変位 δ（mm ）

10

RG 供賦体

評
謹蝉

　　 　▼ ・せんmit 力

　 　し

　 ．幽．．．．．ぞ弓哩 ．
」」

齟

OtUS2 −4）
OUKS2 −5）

0　　　 　 2　　　　 4　　　　 6　　　　 8　　 　　 10

　 　 　 支間 中央 部の 変位 δ （mm ）

図
一8　荷重と変位 との 関係

S2−1（PC ，　］冂L）

S2−2（PC ，　 UL ）

す べ て の 供 試体の 破壊形態は せ ん 断ひ び割れ が

発生 した後，直ち に破壊する斜め 引張破壊で あ

っ た。PC 供試体では TL，　 UL お よび N の せ ん

断破壊荷重 は同程度で あ り，破壊に至 るまで の

挙動に顕著な 差は認 め られ ない 。 プレス トレス

を導入 した梁で は，FAA の せ ん 断耐力は ，骨

材の 密度に関わ らず通常骨材と同程度で ある こ

とが わか る 。一
方 ， RC 供試体 で は ，

　 UL の せ

ん断破壊荷重 が TL を下回 っ て お り，プレ ス ト

レス を導入 しな い場合，軽量な骨材ほどコ ン ク

リ
ー

トの せ ん断耐 力が小さ くな る傾向にある こ

S2−3（PC ，　N ）

「 1

一 ．
　　　　一一

S24 （RC，　 TL）

　 　 　 　 　 S2・5（RC，　 UL｝

図一9 ひ び割れ状況 （シ リ
ーズ 2）
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とが わか る。

　（2）　せ ん断耐力式の適用性の検討

　供試体 に導入 したプレス トレ ス カ と f
．Uf。、d と

の 関 係を図一10 に示す。取 f。，d は コ ン ク リ
ー

ト

の終 局せ ん断強度の 実測値 と計算値 と の 比（安

全 率）で ある 。 こ こ で の プレ ス トレス カは ク リ

ープおよ び乾燥収縮を考慮した 有効プ レス トレ

ス で ある。プレ ス トレス を導入 しない 場合，TL

および UL の 安全率はそ れぞれ，1．0お よび O．8

で あ るが，プ レス トレ ス を導入 した場合 はそ れ

ぞれ，15 および 1．6 とな っ て い る 。 式（3）を FAA

に適用 す る と，RC 供試体 に関して は若干危 険

側 に ，PC 部材 に関して は安全側の 設計とな る

こ とがわかる 。

　 3．3　PC鋼材応力度の 測定 （シ リ
ーズ 3）

　 （1） プレ テ ン シ ョ ン方式における PC 鋼材定

　　 着長の検討

　 プレス トレス導入 直後の PC 鋼材応 力度の軸

方向分布を図 一11 に示す 。 計算値 は普通 コ ン ク

リー トの も の で ， PC 鋼材の セ ッ ト量 ， リラク

セ
ー

シ ョ ンおよび供試体の 弾性変形 を考慮 し て

求めた q
。 計算値 の 算出 に 使用 した コ ン ク リ

ー

トの ヤ ング係数は実測値 と した。すべ て の 骨材

に お い て ，PC 鋼材は端部か ら 1m の位置で計

算値 に達 して お り，定着されて い る こ とが わか

る 。 こ れ は プレテ ンシ ョ ン方式の PC 鋼材の定

着長 65φ（・ 988  ；φは鋼材径）を｝まぼ満足 し

て お り，TL お よび UL の PC 鋼材の定着長 は

通常の コ ン クリ
ー

トと同程度で ある と い え る。

　 （2）　有効プレス トレス の 検討

　 PC 鋼材応 力度（プ レ ス ト レ ス ）の 経 時変化 お

よび PC 鋼材応 力度 の 計算値を それぞれ 図
一12

お よび表 一8 に 示す。図中の凡例の 数字 はゲ
ー

ジ位置を示す（図
一3 参照）。 有効 プレス トレス

の 計算値 σ　pe
は，打設後 3 ヶ 月 の も の で あ り，

ク リープ，乾燥収縮等の影響を考慮 し ， 通常の

JIS 桁と同様の 算 出方法で 求めた
6｝

。 表 一8 よ

り，PC 鋼材応 力度 の 計算値 は，　 FAA の もの が

N に 比べ 若干 小 さ い こ とがわか る 。こ れ は FAA

の ヤング係数が 小さいためで あるが，そ の 差は

2．0

　 1．5

凄
＼ 1・0
譯

　 0．5

　 　 0．0
　 　 　 0　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　400　　　　　　　　　600
　 　　 　　 　 有効ブレス トレス カ Pe （kN）

図
一10　プレス トレス カと f

，ノfvcdとの 関係

。
ll銘

髦
11

：1
羮・・

螺
　 　 0
　 　 　 0　　　　　　1000　　　　2000　　　　3000　　　　4000

　 　 　 　 　 　 　 ゲージ位 置（mm ）

　図一11PC 鋼材応力度の 軸方向分布
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嵒
ζ
b1100
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藪
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曾
戔
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図
一12　PC 鋼材応力度の 経時変化
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表
一8　PC 鋼材応力度の計算値

PC 鋼材応 力度
1〕

供試 体

種 類 骨 材 種 類

導入 直後

卯 t（MPa）

3 ケ月後

σ po（MP の

S3−1 皿 11340 、9810150 ．9B
S3−2 UL 11260 ．971   40 ．96
S3−3 N ll56　 1、DO10411 ．00

注） 1）〔 ）は通常骨材の 計算値 に対する比

導入 直後お よび 3 ヶ 月後 と もに 2〜 4％程度で

ある。一方，PC 鋼材応力度の 実測値は ，プ レ

ス トレス 導入 か ら 3 ヶ 月後まで に おい て ，す べ

て の 骨材が計算値以上 とな っ て お り，所定 の プ

レ ス トレ ス が 導入 され て い る こ とが わ か る

（図
一12）。また ， プ レス トレス 導入直後か ら 3

ヶ 月後まで の PC 鋼材応 力度の 減少量は，　 FAA

の も の が N に比 べ 小 さ い こ とが わか る。こ れ

は軽量 コ ン ク リー トの ク リープ係数お よび乾燥

収縮ひずみが通常 コ ンク リートよ り小 さい ため

と考 え られ る
S）。

　 4．　 ま とめ

　 石 炭灰 を主原 料 とする 高性能 人工 軽量 骨材

FAACIrL および UL ）を使用 した コ ン クリー ト強

度 60MPa の PC 梁 に つ い て曲げ破壊実験，せ

ん断破壊実験および PC 鋼材 の 応力度測定 を行

っ た。そ の 結果，以下の よ うな知見を得た。

　 4．1　 曲げ性状

  曲げ耐力は ，天然 普通骨材を使用 した PC 梁

と同等で あ り，破壊抵抗曲げモ
ー

メ ン トによ り

算出 した 計算値を上 回 っ た。

  ひび割れが発生する まで は弾性的な挙動を示

し，たわみ は弾性理 論値 と
一致 した。

  ひ び割れ幅 は，コ ン ク リー ト標準示 方書設計

編の ひ び割れ 幅算定式 に よ り求めた計算値よ り

安全側の値を示 した。

　 4．2　せん 断性状

  プレス トレス を導入 した場合，せん 断耐力は

骨材の 密度に関わ らず，普通天然骨材を使用 し

た PC 梁 と同程度で あ っ た。

  プレス トレス を導入 しない 場合，軽量な骨材

を使用 した も の ほ どせ ん断耐 力が 小さ くなる傾

向に あ っ た 。

  コ ンク リ
ー ト標準示 方書設 計編の せ ん断耐 力

式 を高性能 人 工軽量骨材 へ 適 用 す る と，RC 部

材 に対 して は若干危険側に ，PC 部材に対 して

は安全 側の 設計 とな る と思 われ る。

　 4．3 プ レ ス トレ ス に関する性状

  プ レテン シ ョ ン 方式にお ける PC 鋼材 の 定着

長は天 然普通 骨材 と同程度で あ っ た 。

  プ レ ス トレ ス の 計算値は ，ヤ ン グ係数が小 さ

い こ と によ り，通常 の コ ンク リ
ー トに比 べ 若干

減少するが，その 減少量は 2〜4％程度で ある。

  プ レス トレス 導入 か ら 3 ヶ 月後 ま で の 有効 プ

レス トレス は計算値以上 で あ り，所定の プレ ス

トレスが導入 され て い た。

  プ レス トレス の経時変化の 実測値は ， 通常の

コ ン ク リー トに 比 べ 小 さ い 傾向 に あっ た e こ れ

は，軽量 コ ン ク リ
ー トの ク リ

ープ係数お よび乾

燥収縮ひ ずみ が通常の コ ン クリー トに比べ 小 さ

い ため と考え られ る。
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